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第二次審査（論文公開審査）結果の要旨 
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においても TKA と同様に最大限に骨を残すことが推奨される。Loosening モデルにおいて
応力集中はペグの内側と、脛骨トレイの外側部に見られ、この結果は一度 loosening が起き
ると loosening と骨破壊がこれらの部位から広がることを示唆している。また、メタルバッ
クインプラントは、総 UHMWPE インプラントより応力分布の面で優れている。UKA にお
いては、適切な術後アライメントが重要で有り、骨切りは関節ラインに近い海綿骨に設定
し多くの骨を残すべきであると結論した。 
第二次審査にて、UKA と TKA における脛骨インプラント設置アライメントの臨床的意
義の違い、骨モデルにおける個体差、臨床応用、今後の研究の発展性について幅広い質疑
が行われたが、いずれも的確な回答がなされ、申請者は本研究に関する十分な知識を有し
ていることが理解された。 
以上より、本論文は学位論文として価値あるものと認定された。 
 
